
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気的な制御装置であって、複数の部分から成るケーシング（ ）が設けられており
、該ケーシング（ ）内に、電気回路を保持した複数のプリント配線板（１５，２５）
が配置されており、さらに、コネクタ（３０）を備えたコネクタ条片（２８，２９）と、
冷却されるべき複数の出力構成素子もしくはパワー構成素子（１７）とが設けられている
形式のものにおいて、パワー構成素子（１７）が、全てのプリント配線板（１５，２５）
に分配されており、ケーシング（ ）が、上側ケーシング部分（ ）と下側ケーシン
グ部分（ ）とから成っており、パワー構成素子（１７）が、上側ケーシング部分（

）と下側ケーシング部分（ ）とに設けられた、冷却エレメントとして働くケーシン
グ突出部 配置されており、下側ケーシング部分
（ ）に設けられた （１６）が、上側ケーシング部分（ ）に設けられた

内に突入しており、該

電気的な制御装置。
【請求項２】
　上側ケーシング部分（ ）が、少なくとも２つの互いに向かい合って位置する側もし
くは辺に を有している 請求項１記載の電気的な制御装置。
【請求項３】
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としての側壁（１６）と内縁部（２２）に

１１ 前記側壁 １２ 室
（２３） 室（２３）が、上側ケーシング部分（１２）に設けられた
ケーシング壁としての外縁部（２１）と、前記内縁部（２２）とによって形成されている
ことを特徴とする、

１２
室（２３） 、

電気的な制御装置であって、複数の部分から成るケーシング（４３）が設けられており



【請求項４】
　

請求項３記載の電気的な制御装置。
【請求項５】
　

【請求項６】
　

【請求項７】
　

【請求項８】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
　本発明は、電気的な制御装置、特に自動車に用いられる電気的な切換・制御装置であっ
て、複数の部分から成るケーシングが設けられており、該ケーシング内に、電気回路を保
持した複数のプリント配線板が配置されており、さらに、コネクタを備えたコネクタ条片
と、冷却されるべき複数の出力構成素子もしくはパワー構成素子とが設けられている形式
のものに関する。
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、該ケーシング（４３）内に、電気回路を保持した複数のプリント配線板（１５，２５）
が配置されており、さらに、コネクタ（３０）を備えたコネクタ条片（２８，２９）と、
冷却されるべき複数の出力構成素子もしくはパワー構成素子（１７）とが設けられている
形式のものにおいて、パワー構成素子（１７）が、全てのプリント配線板（１５，２５）
に分配されており、ケーシング（４３）が、上側ケーシング部分（４１）と下側ケーシン
グ部分（４２）とから成っており、パワー構成素子（１７）が、上側ケーシング部分（４
１）と下側ケーシング部分（４２）とに設けられた、冷却エレメントとして働くケーシン
グ突出部としての内側および外側寄りの内縁部（４５，４６）に配置されており、下側ケ
ーシング部分（４２）に設けられた左右一方の側の外側寄りの内縁部（４５）と、上側ケ
ーシング部分（４１）に設けられた他方の側の外側寄りの内縁部（４５）とが、それぞれ
上側ケーシング部分（４１）と下側ケーシング部分（４２）とに設けられた各室（４７）
内に突入しており、該各室（４７）が、両ケーシング部分（４１，４２）に設けられたケ
ーシング壁としての外縁部（４４）と、内側寄りの内縁部（４６）とによって形成されて
いることを特徴とする、電気的な制御装置。

両ケーシング部分（４１，４２）が、同一に構成されていて、互いに点対称となるよう
に重ね合わされている、

電気的な制御装置であって、複数の部分から成るケーシングが設けられており、該ケー
シング内に、電気回路を保持した複数のプリント配線板（１５，２５）が配置されており
、さらに、コネクタ（３０）を備えたコネクタ条片（２８，２９）と、冷却されるべき複
数の出力構成素子もしくはパワー構成素子（１７）とが設けられている形式のものにおい
て、パワー構成素子（１７）が、全てのプリント配線板（１５，２５）に分配されており
、ケーシングが、それぞれ複数の部分から形成された上側ケーシング部分と下側ケーシン
グ部分とから成っており、上側ケーシング部分と下側ケーシング部分とが、それぞれ底部
（５０，６０）とフレーム（５１，６１）とから成っており、前記底部（５０，６０）の
切欠き（５４）内にプリント配線板（１５，２５）が配置されており、前記フレーム（５
１，６１）のそれぞれにパワー構成素子（１７）が固定されており、上側ケーシング部分
に設けられたフレーム（５１）が、下側ケーシング部分の内部に突入しており、下側ケー
シング部分に設けられたフレーム（６１）が、外壁（６６）を有しており、該外壁（６６
）が、上側ケーシング部分の底部（５０）にまで達していることを特徴とする、電気的な
制御装置。

各底部（５０，６０）と、各フレーム（５１，６１）とが、ねじ（５３，６２）によっ
て互いに結合されている、請求項５記載の電気的な制御装置。

下側ケーシング部分に設けられたフレーム（６１）が、底部（６０）とは反対の側の端
面に、保持ばね（１８）を収容するための溝（６５）を有している、請求項５または６記
載の電気的な制御装置。

パワー構成素子（１７）が、各プリント配線板（１５，２５）の縁部に配置されている
、請求項１から７までのいずれか１項記載の電気的な制御装置。



【０００２】
【従来の技術】
　ケーシング内に２つのプリント配線板が配置されているような、これまで実際に使用さ
れてきた電気的な制御装置では、全てのパワー構成素子がベースプレートに載置されてい
る。この場合、これらのパワー構成素子は冷却面に位置固定され、引き続きろう接される
。これまでは全てのパワー構成素子がベースプレートにのみ配置されていたので、これら
のパワー構成素子の数は制限されている。また、このような構造に基づき、パワー構成素
子の導出可能な損失出力の量も著しく制限されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明の課題は、冒頭で述べた形式の電気的な制御装置を改良して、装着可能となるパ
ワー構成素子の数が増大されると同時に、パワー構成素子の損失出力の良好でかつ確実な
熱導出が保証されるような電気的な制御装置を提供することである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　

【０００５】
【発明の効果】
　本発明による電気的な制御装置には、次のような利点がある。すなわち、装着可能とな
るパワー構成素子の数が高められ、それと同時にパワー構成素子の損失出力の良好でかつ
確実な熱導出が保証されている。さらに、その他の電気的な構成部分を両プリント配線板
に分配することができ、この場合、回路を個々の範囲に分配することが可能となる。これ
により、必要となるレイアウト面が減じられる。さらに、電気的な制御装置の起電力特性
も改善される。電気的な構成部分を２つの別個のプリント配線板に個別に分配することに
より、互いに完全に独立した別個の回路を１つの制御装置内に配置することも可能となる
。全てのパワー構成素子が直接に各ケーシング壁を介して周辺大気に接続されているので
、パワー構成素子の損失出力を直接に導出することができる。これにより、損失熱の迅速
な導出が可能となる。特定のプリント配線板に限定されることなく電気的な構成部分をそ
れぞれ個別に自由に配置することが可能となることにより、両プリント配線板の間の電気
的な接続線路を減少させることもできる。
【０００６】
　請求項２以下に記載の手段により、請求項１に記載の電気的な制御装置の有利な改良が
可能となる。
【０００７】
【実施例】
　以下に、本発明の実施例を図面につき詳しく説明する。
【０００８】
　図１では、符号１０で電気的な制御装置のケーシングが示されている。ケーシング１０
はシェル形の下側ケーシング部分１１と上側ケーシング部分１２とから成っている。下側
ケーシング部分１１に設けられた底部１３では、複数のいぼ状の突起１４に、プリント配
線板としてのベースプレート１５が配置されている。このベースプレート１５は下側ケー
シング部分１１に設けられた、底部１３に対して約９０゜だけ傾けられた、３つの側、つ
まり３辺に沿って延びる側壁１６にまで達している。ベースプレート１５には、従来公知
の形式で、図示されていない電気的な構成部分が配置されている。ベースプレート１５の
外縁部には、出力構成素子もしくはパワー構成素子１７が、たとえばろう接により取り付
けられている。これらのパワー構成素子１７の高い損失出力を熱の形で導出できるように
するためには、これらのパワー構成素子１７の背面が、下側ケーシング部分１１の側壁１
６に接触していて、保持ばね１８によって下側ケーシング部分１１の側壁１６に圧着され
る。
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この課題は本発明によれば、請求項１、請求項３もしくは請求項５の特徴部にそれぞれ
記載の特徴により解決される。



【０００９】
　上側ケーシング部分１２は外縁部２１を有している。この外縁部２１は側壁１６と同様
に３つの側もしくは３辺に沿って延びていて、底部２４に対して約９０゜だけ傾けられて
いる。付加的に、互いに向かい合って位置する２つの側もしくは辺には、内縁部２２が形
成されている。この内縁部２２はケーシング内部へ突入している。これにより、２つの互
いに向かい合って位置する側もしくは辺では、外縁部２１と内縁部２２との間に切欠きと
しての室２３が形成される。ケーシング１０の組み立てられた状態では、パワー構成素子
１７を備えた側壁１６は、上側ケーシング部分１２の内縁部２２と外縁部２１との間に形
成された室２３内に突入している。上側ケーシング部分１２の底部２４では、両内縁部２
２の間に、 付加プレート２５が固定されている。この付
加プレート２５には、従来公知の形式で、図面には書き込まれていない電気的な構成素子
およびパワー構成素子１７が配置されている。パワー構成素子１７は図１に図示されてい
て、付加プレート２５の縁部にろう接されているので、これらのパワー構成素子１７の背
面は内縁部２２の内壁に接触していて、保持ばね１８によって位置固定されている。パワ
ー構成素子１７を内縁部２２に当て付けることは、特に熱導出の理由から必要となる。下
側ケーシング部分１１のベースプレート１５と、上側ケーシング部分１２の付加プレート
２５とは、コンタクト２７（図２）によって各コネクタ条片２８，２９に、特にろう接に
より接続されている。この場合、付加プレート２５のためのコネクタ条片２８はベースプ
レート１５のためのコネクタ条片２９に載置されており、したがって両コネクタ条片２８
，２９は一緒になってケーシング１０の残りの１つの側壁をも形成している。両コネクタ
条片２８，２９の外面には、従来公知の形式でコネクタコンタクト３０が設けられており
、これにより電気的な制御装置をワイヤハーネスとコンタクトさせることができる。
【００１０】
　ケーシング１０の内部では、付加プレート２５とベースプレート１５とが、曲げ剛性的
な差込み結合器３３によって電気的に互いに接続されている。この差込み結合器３３は上
側部分３４と下側部分３５とから成っており、両部分は溝・キー結合式に互いに内外に嵌
め合わされている。この場合、上側部分３４に設けられた突出部３６が、下側部分３５に
設けられた切欠き３７内に突入しているか、もしくは下側部分３５に設けられた突出部が
、上側部分３４に設けられた切欠き内に突入しているので、それと同時に、上側部分３４
もしくは下側部分３５に設けられた電気的なコンタクト３８が互いに接触する。これによ
り、ベースプレート１５と付加プレート２５とを別個に製造し、引き続き自動的な組立て
を行うことが可能となる。
【００１１】
　ケーシング１０、特に下側ケーシング部分１１および上側ケーシング部分１２の特別な
構成により、パワー構成素子１７を、下側ケーシング部分１１もしくは上側ケーシング部
分１２に設けられた縁部を成す側壁１６もしくは内縁部２２に直接接触するように配置す
ることができる。これにより、これらの縁部は冷却エレメントとして働くようになり、パ
ワー構成素子のための冷却体もしくはヒートシンクとしての別個の部分は必要とならない
。この場合、組立て時にパワー構成素子１７は付加プレート２５もしくはベースプレート
１５へのろう接の後で、はじめて前記縁部の、冷却面として働く側壁に保持ばね１８によ
って位置固定される。それに対して、別個の冷却体が使用される場合には、パワー構成素
子はまず最初に冷却面に位置固定され、それからベースプレートにろう接されることにな
る。
【００１２】
　図１および図２に示した実施例では、特別に形成された下側ケーシング部分１１と、特
別に形成された上側ケーシング部分１２とが必要とされる。これに対して、図３に示した
実施例では、上側ケーシング部分４１と下側ケーシング部分４２とが互いに同一に さ
れている。電気的な制御装置のケーシング４３を形成するためには、両ケーシング部分４
１，４２が 重ね合わされている。両ケーシング部分４１，４２
は、３つの側、つまり３辺にわたって延びる外縁部４４を有している。さらに、互いに向
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第２のプリント配線板として働く

構成

互いに点対称となるように



かい合って位置する２つの側もしくは２辺には、
４５，４６が設けられており、この場合、

外縁部４４のできるだけ近くに位置しており、それに対して
４６と外縁部４４との間には、 切欠きとしての室４７が設け

られている。この室４７は少なくとも、

。電気的な構成部分の配置形式およびパワー構成素子の配
置形式もしくはその位置固定形式は、既に別の実施例につき説明した方式に相当している
。
【００１３】
　図１～図３につきこれまで説明した実施例では、上側ケーシング部分と下側ケーシング
部分とがそれぞれ一体に形成されている。その場合、最終組立て時に各ケーシング部分に
は、既に電気的な構成部分およびパワー構成素子を備えかつろう接の完了したプリント配
線板が設けられる。このためには、プリント配線板であるベースプレート１５もしくは付
加プレート２５が突起１４に載着されて、ねじ締結される。その後に、ろう接されたパワ
ー構成素子１７が保持ばね１８によって外縁部２１もしくは側壁１６に固定される。
【００１４】
　図４に示した実施例では、パワー構成素子の脚、つまりろう接された電気的なコンタク
トの撓みが生じない。これにより、パワー構成素子のプラスチックケーシングにおける応
力や亀裂が阻止される。さもないと、これによって場合によっては発生する非シール性、
ひいては湿分の侵入によって、パワー構成素子の電気的な故障が生じる危険がある。図４
に示した実施例では、このために上側ケーシング部分と下側ケーシング部分とがそれぞれ
複数の構成部分から成っている。上側ケーシング部分は底部５０を有しており、この底部
５０には、全周にわたって延びるフレーム５１が載着されている。このフレーム５１はフ
ランジ状の突出部５２を備えている。突出部５２の範囲では、フレーム５１と底部５０と
が複数のねじ５３によって結合されている。底部５０の内面は切欠き５４を有している。
この切欠き５４の深さは少なくとも、プリント配線板 付加プレート２５が突出部
５２の載着面とほぼ同一平面に位置し、つまり載着面と整合し、かつプリント配線板であ
る付加プレート２５の側壁がフレーム５１の内壁とほぼ同一平面に位置し、つまり整合す
るように設定されている。フレーム５１には、保持ばね１８によって、プリント配線板で
ある付加プレート２５に載着されたパワー構成素子１７が固定されている。
【００１５】
　下側ケーシング部分も、やはり底部６０と、全周にわたって延びるフレーム６１とから
成っている。底部６０とフレーム６１とは、ねじ６２を用いて互いに結合されており、こ
の場合、フレーム６１の外壁は底部６０の外壁と整合している。この場合にも、底部６０
は切欠き６３を有している。この切欠き６３は上側ケーシング部分の底部５０の場合と同
様に形成されている。これまでの実施例においてそうであったように、プリント配線板で
あるベースプレート１５に設けられたパワー構成素子１７はフレーム６１の内壁に接触し
ている。パワー構成素子１７はさらに、保持ばね１８によってフレーム６１に固定されて
おり、この場合、保持ばね１８は、上側ケーシング部分に面した側の端面に形成された環
状溝６５内に係止されている。この環状溝６５の外壁６６は内壁６７よりも長めに形成さ
れている。これにより、図１～図３に示した実施例の場合と同様に、上側ケーシング部分
と下側ケーシング部分とを互いに内外に嵌め合わせることが可能となる。この場合、下側
ケーシング部分のフレーム６１の長い方の外壁６６は上側ケーシング部分の底部５０にま
で到達する。上側ケーシング部分および下側ケーシング部分がそれぞれ複数の部分から形
成されていることに基づき、プリント配線板に載置されたパワー構成素子１７を保持ばね
１８によってフレーム５１；６１に固定し、そして引き続きはじめてろう接浴に通すこと
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冷却エレメントとして働くケーシング突
出部としての内側および外側寄りの内縁部 下側
ケーシング部分（４２）に設けられた左右一方の側の外側寄りの内縁部（４５）と、上側
ケーシング部分（４１）に設けられた他方の側の外側寄りの内縁部（４５）とはそれぞれ

両ケーシング部分に設けられ
た内側寄りの内縁部 それぞれ

それぞれ下側のケーシング部分（４２）および上
側のケーシング部分（４１）に設けられた外側寄りの内縁部４５が、各ケーシング部分に
位置固定されたパワー構成素子１７および保持ばね１８と共にこの室４７内に突入し得る
ような大きさに形成されている

としての



ができる。これにより、ろう接後のパワー構成素子１７の脚のいかなる撓みも、ひいては
上で述べたエラー源も生じなくなる。最終組立て時では、まだ各底部５０；６０と、各プ
リント配線板、つまりベースプレート１５および付加プレート２５を備えた、前組立てさ
れたフーム５１；６１とだけが、互いにねじ締結され、そして引き続き両ケーシング部分
が互いに内外に嵌め合わされる。
【００１６】
　当然ながら、全ての実施例において、シェル形の上側ケーシング部分および下側ケーシ
ング部分の構成を互いに置き換えることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による電気的な制御装置を示す縦断面図である。
【図２】　図１に示した電気的な制御装置の側面図である。
【図３】　本発明による電気的な制御装置の別の実施例を示す縦断面図である。
【図４】　本発明による電気的な制御装置のさらに別の実施例を示す縦断面図である。
【符号の説明】
　１０　ケーシング、　１１　下側ケーシング部分、　１２　上側ケーシング部分、　１
３　底部、　１４　突起、　１５　ベースプレート（プリント配線板）、　１６　側壁、
　１７　パワー構成素子、　１８　保持ばね、　２１　外縁部、　２２　内縁部、　２３
　室、　２４　底部、　２５　付加プレート（プリント配線板）、　２７　コンタクト、
　２８，２９　コネクタ条片、　３０　コネクタコンタクト、　３３　差込み結合器、　
３４　上側部分、　３５　下側部分、　３６　突出部、　３７　切欠き、　３８　コンタ
クト、　４１　上側ケーシング部分、　４２　下側ケーシング部分、　４３　ケーシング
、　４４　外縁部、　４５　内縁部、　４６　内縁部、　４７　室、　５０　底部、　５
１　フレーム、　５２　突出部、　５３　ねじ、　５４　切欠き、　６０　底部、　６１
　フレーム、　６２　ねじ、　６３　切欠き、　６５　環状溝、　６６　外壁、　６７　
内壁
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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